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平
成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
支
援

　
―
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
生
か
し
て
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「
避
難
の
丘
」
第
１
号

が
若
林
区
井
土
に
完
成

　

４
月
14
日
と
16
日
、
熊
本
県
熊
本
地

方
を
震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
の
地
震

が
発
生
し
、
人
的
被
害
や
建
物
の
倒
壊
、

土
砂
災
害
な
ど
、
熊
本
県
を
中
心
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
市
で
は
災
害
見
舞
金

二
百
万
円
を
熊
本
市
に
贈
っ
た
ほ
か
、

物
資
の
輸
送
や
職
員
の
派
遣
な
ど
の
被

災
地
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

物
的
支
援
で
は
、
4
月
16
日
に
飲
料

水
や
ア
ル
フ
ァ
米
、
粉
ミ
ル
ク
、
紙
お

む
つ
な
ど
計
11
品
目
を
熊
本
市
に
輸
送
。

そ
の
後
も
、
現
地
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
、
災
害
用
携
帯
型
簡
易
ト
イ
レ
や
非

常
用
飲
料
水
袋
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な

ど
を
届
け
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
住
宅

に
被
害
を
受
け
た
方
に
対
し
、
一
時
的

な
滞
在
場
所
と
し
て
、
市
営
住
宅
30
戸

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

人
的
支
援
で
は
、
現
地
の
状
況
調
査

の
た
め
、
4
月
17
日
に
先
遣
隊
と
し
て

職
員
２
人
が
熊
本
市
に
出
発
。
そ
の
後
、

保
健
師
、
土
木
職
な
ど
の
専
門
職
や
、

避
難
所
運
営
業
務
、
罹り

災さ
い

証
明
受
け
付

け
業
務
お
よ
び
建
物
被
害
認
定
調
査
業

務
に
当
た
る
職
員
な
ど
、
５
月
18
日
時

点
で
延
べ
２
０
７
人
の
職
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
18
日
か
ら
５
月
20
日
ま

で
、
市
役
所
本
庁
舎
や
各
区
役
所
な
ど

に
災
害
義
援
金
の
募
金
箱
を
設
置
。
集

ま
っ
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を

通
じ
て
被
災
地
に
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
他
都
市
や
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
一
日
も
早

く
被
災
地
が
復
旧
・
復
興
で
き
る
よ
う

支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

５
月
８
日
、
第
26
回
仙
台
国
際
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
杜
の
都
ハ
ー
フ
２

０
１
６
）
が
開
催
さ
れ
、
１
万
３
３
３

６
人
の
選
手
た
ち
が
新
緑
の
杜
の
都
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
国
際
姉
妹
・
友
好
都
市
、

交
流
促
進
協
定
締
結
都
市
か
ら
の
招
待

選
手
の
ほ
か
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
公

務
員
ラ
ン
ナ
ー
」
の
川
内
優
輝
選
手
や

堀
江
美
里
選
手
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
山
本
浩

之
選
手
な
ど
、
多
く
の
実
力
者
が
顔
を

そ
ろ
え
る
注
目
度
の
高
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
登
録
の
部
男
子
で

は
、
今
井
正
人
選
手
が
１
時
間
３
分
６

秒
で
初
優
勝
。
同
じ
く
女
子
で
は
、
フ

ェ
リ
ス
タ
・
ワ
ン
ジ
ュ
グ
選
手
が
１
時

間
12
分
５
秒
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

車
い
す
の
部
で
は
、
山
本
浩
之
選
手
が

45
分
43
秒
で
４
年
ぶ
り
３
度
目
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
勾
当
台
公
園
市
民
広
場

や
楽
天
Ｋコｏ
ｂボｏ
ス
タ
ジ
ア
ム
宮
城
周

辺
で
は
、
仙
台
マ
ー
ボ
ー
焼
そ
ば
や
牛

た
ん
焼
き
な
ど
の
地
元
グ
ル
メ
の
飲
食

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
走
り
終
え
た
ラ

ン
ナ
ー
や
応
援
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
仙

台
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
部
沿
岸
地
域
の
海
岸
公
園
で
整
備

を
進
め
て
い
る
「
避
難
の
丘
」
の
第
１

号
が
、
４
月
末
、
若
林
区
井
土
に
完
成

し
ま
し
た
。
避
難
の
丘
は
、
津
波
が
発

生
し
た
際
に
海
岸
公
園
の
利
用
者
な
ど

が
避
難
す
る
場
所
と
し
て
、
蒲
生
・
荒

浜
・
井
土
・
藤
塚
の
４
カ
所
に
設
置

す
る
も
の
。
今
回
完
成
し
た
井
土
地

区
の
丘
は
高
さ
15
メ
ー
ト
ル
で
、
約

７
０
０
人
が
避
難
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
残
り
３
カ
所
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
８
月
末
の
完
成
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
避
難
の
丘
は
、
周
辺

の
公
園
再
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
（
蒲

生
・
荒
浜
は
平
成
28
年
度
末
、
井
土
は

平
成
29
年
度
末
）
は
、
緊
急
時
の
み
の

利
用
と
な
り
ま
す
。
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１
万
人
を
超
え
る
ラ
ン

ナ
ー
が
力
走
―
杜
の
都

ハ
ー
フ

晴天の下、一斉にスタートを切る
ランナーたち

防災あずまや。ベンチの中に風雨よ
けのシートが入っています

出発式で奥山市長より訓示を受ける派遣職員

熊本で活動する派遣職員支援物資の積み込み作業
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仙
台
市
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
が
開
館

　

32
回
目
を
迎
え
る
「
仙
台
・
青
葉
ま

つ
り
」
が
５
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間

開
催
さ
れ
、
お
よ
そ
96
万
人
の
人
々
が

祭
り
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
「
宵
ま
つ
り
」
で
は
、
市
内

各
所
で
す
ず
め
踊
り
の
競
演
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
舞
で
観
客

を
魅
了
。
２
日
目
の
「
本
ま
つ
り
」
の

　

新
し
い
施
設
で
は
、
仙
台
・
宮
城
を

中
心
に
、
東
北
エ
リ
ア
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
置
。
広
域
の
情
報
発
信
を

行
う
ほ
か
、
常
駐
す
る
英
語
対
応
可
能

な
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
訪
日
外
国
人
へ
の

観
光
案
内
も
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

や
東
北
観
光
推
進
機
構
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
、
仙
台
・
宮
城
を
は
じ
め
と
し

た
東
北
全
域
の
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
２
階
の
仙
台
市
総
合
観

光
案
内
所
が「
び
ゅ
う
プ
ラ
ザ
仙
台
駅
」

内
に
移
転
し
、「
仙
台
市
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
」
と
名
称
を
変
え
て
４
月
28
日

に
開
館
し
ま
し
た
。
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杜
の
都
を
彩
る「
仙
台
・

青
葉
ま
つ
り
」
開
催
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「
政
宗
が
育
ん
だ
『
伊

達
』
な
文
化
」
が
日
本

遺
産
に
認
定

　

仙
台
藩
祖
伊
達
政
宗
が
仙
台
の
地
に

華
開
か
せ
た
伊
達
家
の
伝
統
的
な
文
化

が
、
４
月
20
日
、
平
成
28
年
度
の
「
日

本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
日
本
の
歴
史
や
文
化
・
伝
統
を
物

語
と
し
て
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
地
域

の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
群
を
、「
日
本

遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
が
認
定
し
て
い

る
も
の
。
伊
達
の
文
化
の
豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

さ

や
粋
な
斬
新
さ
と
、
そ
の
後
武
士
や
庶

民
に
ま
で
広
が
り
を
見
せ
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
認
定
に
は
、
国
宝
・
大
崎
八

幡
宮
や
仙
台
城
跡
の
ほ
か
、
慶
長
遣
欧

使
節
関
係
資
料
や
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化

遺
産
の
「
秋
保
の
田
植
踊
」、
仙
台
七
夕
、

堤
人
形
な
ど
、
多
く
の
有
形
・
無
形
の

文
化
財
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

時
代
絵
巻
巡
行
で
は
、
長
野
県
か
ら
初

参
加
の
上
田
城
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

隊
も
加
わ
っ
た
武

者
行
列
を
皮
切
り
に
、
青
葉
神
社
の
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

や
山や
ま

鉾ぼ
こ

巡
行
、
す
ず
め
踊
り
大

流
し
な
ど
が
行
わ
れ
、
両
日
と
も
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

大地震の経験を熊本支援に

仙台市長　奥山 恵美子

　東日本大震災から丸５年が経過した４月。
「くまモン」のふるさと・熊本県を中心に、
震度７の強い地震が襲いました。打ち続く余
震におびえ、車中に寝泊まりする大勢の方々。
給水車に並ぶ人の列。倒壊した家屋やブロッ
ク塀等。現地の映像に、往時を思い、胸を痛
めた市民の皆さんも多かったことと思います。
　全国20の政令指定都市では、平成25年12
月、東日本大震災の教訓を生かし、大規模災
害時に迅速な支援を行うため、「広域・大規
模災害時における指定都市市長会行動計画」
を策定しました。今回の熊本地震は、この行
動計画の適用第一号となりました。
　熊本では、台風や集中豪雨等による水害に
は備えていたものの、地震についてはほとん
ど念頭になかったそうです。発災直後は、現
地支援本部設置担当都市である広島市と近隣
の政令市で支援に当たっていましたが、気象
庁の観測記録上も例が無いほどの余震が続き、
避難が長期化。避難所運営が熊本市の業務復
旧に大きな支障となったため、政令市全体で
避難所運営支援員を長期派遣することになり、
本市からは延べ73名が北区の避難所で支援
業務を行いました。各専門分野でも、それぞ
れの業種の全国組織を中心に調整を行い、本
市からは５月18日現在、災害廃棄物処理に
関するノウハウを持つ職員延べ４名のほか、
下水道調査等の職員を24名、水道局職員を
16名、被災建築物応急危険度判定士を６名
派遣。国からの要請に基づき、保健師の派遣
等も継続しています。
　大規模災害からの早期復旧には、こうした
ノウハウを持つマンパワーのほか、時間の経
過とともに変化する課題を的確に予測するこ
とが欠かせません。そのため、仙台市からユ
ニークな支援物資として「東日本大震災　仙
台市震災記録誌―発災から１年間の活動記
録」を100部送りました。全786ページに及
ぶこの記録には、避難所運営はもちろん、罹

り

災
さい
証明、各種給付の制度、応急仮設住宅、が
れき処理など多方面にわたり、仙台の経験の
詳細が詰め込まれています。熊本の皆さんが、
我々の経験を踏み台に、復旧・復興の道を迅
速に駆け抜けることを願っています。


